
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表紙写真提供：城北病院・河野晃医師 

表紙の写真（写真左）は、オランダでのアムステルダム運河ク

ルーズのハイライト「マヘレのはね橋」です。自転車に乗った男性

が橋を渡って行きました。この近くに、アンネ・フランクが身を潜めて

いた家があり、旅行者でも見学できます。その家の前にアンネの

像（写真右）があります。「もっと生きたかった」と叫んでいるようで

す。1945 年 3 月に 15 歳であったアンネは収容所でナチスドイツ

に命を奪われたのでした。（河野） 

 

2022 winter 

みまっし通信 60 号 

 

Mimassi-tsushin no.60 
 



 

 

 

 

 

 

 

ジェンダー平等、ジェンダー観、ジェンダー問題…など最近「ジェンダー」という言葉を耳にする機会が多くな

ってきましたね。持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals：SGDs）にも目標５として

掲げられており、世界中で考えられているトピックスの一つです。医療を志す皆さんはもちろんのこと、社会

に生きる一人の人として考えてみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

「 」ってなに？

「LGBT のことでしょ？」と思われがちですが、『ジェンダー』は 

生物学的な性別（sex）に対して、文化的・社会的な性別（gender）を指します。 

つまり、生まれながらに決められているものではなく、社会生活の中で文化的に 

身に付けたり、つくられたりした性の概念です。 

だけではなく、私たちみんなに関係していることです。 

 
性別の役割について偏った価値観や偏見 

（＝ジェンダー・バイアス）が日本社会には未だに根強く 

蔓延っています。「お母さん（女）は家事をする」「お父さん（男） 

は外で仕事」というような考え方が減ってきているとはいえ、

無意識のうちに性別に紐づけて役割を考えてしまっているが

多いのではないでしょうか。しかしそれは、その人がどんな人

かを無視して、更にそれは大抵の場合、外見で判断できる性別

で割り当てられます。他者が勝手に期待しているにもかかわ

らず、その期待に応えられない場合に、感じる必要のない疎外

感や劣等感を抱かせてしまいます。 

男性だろうと、女性だろうと、自分の性別を決められなくて

も、人として皆平等です。「自分は女だから女らしくありたい」 

と思うのはいけないことではありません。「男だから」「女だ 

から」という価値観を押し付けることが問題なのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本にはジェンダー・バイアスが蔓延っている 

と先述しましたが、とりわけ経済や政治では顕著です。 

世界経済フォーラム（World Economic Forum：WEF）が 

公表した「The Global Gender Gap Report 2021」では日本のジェンダーギャップ指数（Gender  

Gap Index：GGI）総合スコアは 0.656 でした（満点=1）。156 か国中 120 位と先進国では最低レベルです。  

20 年以上も前に男女共同参画社会基本法が施行されましたが、まだまだ問題は山積みです。 

知っている人も多いかと思いますが、先日行われた衆議院選挙の結果では、女性議員の数が 9.7％（465 

人中 45 人）となりました。2017 年に行われた前回の選挙時が 10.1％だったので、更に数が少なくなっ 

ています。「The Global Gender Gap Report 2021」作成時で、国会議員全体の女性の割合は 9.9％、大

臣での女性の割合は 10％であることから「政治」のスコアが低くなっています。また、経済分野では、管理職 

の女性の割合が低いこと、女性の社会進出が増えている一方で、パートタイムの職に就いている女 

性の割合は男性のほぼ２倍であること、女性の平均所得は男性より 43.7％低くなってい 

ることが指摘されています。「The Global Gender Gap Report 2021」は、 

 インターネットでも見ることができます。ぜひ調べてみてください。 

★ジェンダー学習会よりアンケート協力のお願い★ 

医学生と石川民医連の職員でジェンダーやフェミニズムについて考える学習会を行っています。 

様々なテーマで学習や議論を重ねる中で、性教育について性別や 

地域によって受けてきた教育内容に差があることがわかりました。 

そこで、アンケートをとってもっと広く調べてみようと考えました。 

みまっし通信に同封したアンケート用紙または右の QR コードから 

回答を募集しています。ご協力お願いします！ 

 

※ 同封したアンケート用紙は返信用封筒で返信ください。 

性別はその人の能力を決めるもの 

でも、その人の生き方や働き方を 

決めるものでもありません。 

男性だろうと、女性だろうと、 

性別を決められなくても、 

生まれた時に勝手に決められた 

性別と自分の思いが違っていても 

みんな大切なひとりの人です。 

性別によって区分けされて、 

その人らしさを大切にされない 

社会ではなく、ひとりひとりが 

人として尊重される社会に 

なると、とてもハッピーですね。 



 

私たち民医連は、無差別・平等の医療と福祉の実現をめざす組織です。 

 

戦後の荒廃のなか、無産者診療所の歴史を受けつぎ、医療従事者と労働者・農民・地域の人びとが、各地で「民主診療所」をつくりま

した。そして 1953 年、「働くひとびとの医療機関」として全日本民主医療機関連合会を結成しました。 

 

私たちは、いのちの平等を掲げ、地域住民の切実な要求に応える医療を実践し、介護と福祉の事業へ活動を広げてきました。患者の立

場に立った親切でよい医療をすすめ、生活と労働から疾病をとらえ、いのちや健康にかかわるその時代の社会問題にとりくんできまし

た。また、共同組織と共に生活向上と社会保障の拡充、平和と民主主義の実現のために運動してきました。 

私たちは、営利を目的とせず、事業所の集団所有を確立し、民主的運営をめざして活動しています。 

 

日本国憲法は、国民主権と平和的生存権を謳い、基本的人権を人類の多年にわたる自由獲得の成果であり永久に侵すことのできない

普遍的権利と定めています。 

私たちは、この憲法の理念を高く掲げ、これまでの歩みをさらに発展させ、すべての人が等しく尊重される社会をめざします。 

 

一．   人権を尊重し、共同のいとなみとしての医療と介護・福祉をすすめ、人びとのいのちと健康を守ります 

一．   地域・職域の人びとと共に、医療機関、福祉施設などとの連携を強め、安心して住み続けられるまちづくりをすすめます 

一． 学問の自由を尊重し、学術・文化の発展に努め、地域と共に歩む人間性豊かな専門職を育成します 

一． 科学的で民主的な管理と運営を貫き、事業所を守り、医療、介護・福祉従事者の生活の向上と権利の確立をめざします 

一．   国と企業の責任を明確にし、権利としての社会保障の実現のためにたたかいます 

一． 人類の生命と健康を破壊する一切の戦争政策に反対し、核兵器をなくし、平和と環境を守ります 

 

私たちは、この目標を実現するために、多くの個人・団体と手を結び、国際交流をはかり、共同組織と力をあわせて活動します。 

２０１０年２月２７日 

全日本民主医療機関連合会 第３９回定期総会 

    基 幹 型 臨 床 研 修 病 院 

 

 

       ♦病院見学・実習 受け付けます 
                ＊COVID-19 感染拡大状況により、 

見学・実習を中止する場合もあります 

        ♦初期研修プログラム紹介しています 

詳しくは、ホームページをご覧ください 

    

 
 

※歯科医師、薬剤師、看護師、保健師、介護福祉士、リハビリ、歯科衛生士 

を目指す学生の奨学金額は、上記と異なります。お問い合わせください。

石川県外の大学に通う学生も利用できます 

資料請求・お問い合わせは、下記へご連絡ください 

■■■ 各種イベント・奨学金に関するお問い合わせ ■■■ 

石川県民主医療機関連合会 学生担当 まで 

〒920-0848 金沢市京町 24-14 ／（TEL）076-253-1458 ／ E-mail : gakusei@imin-iren.jp 

 

◆金沢事務所（金沢大学前）                            ◆内灘事務所（金沢医科大学近く） 

金沢市石引 1-10-7（宝町キャンパス徒歩 1 分）   河北郡内灘町ハマナス 1-69 ハイツＫＹ101 号室  

      

 民医連綱領 


